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1　は　じ　め　に

「ひとめぼれ」は「ササニシキ」に並ぶ良食味品種とし

て，本県の中南部の作柄安定化と産米の品質・食味の向上

のために，1991年に奨励品種に採用され，1993年には「あ

きたこまち」「ササニシキ」に次ぐ14，500haの栽培面積と
なった。

「ひとめぼれ」は図1に示したように，悍長が伸びると

倒伏が多くなり，挫折型の倒伏となりやすい。また，図1，

図2に示したように∴悍長とd当り籾数との相関が高く，

d当り籾数と収量との相関も高い。

以上のことから，1991年に，倒伏させないことを前提と

し収量540kg／10a（1．9m編目）を目槙として，表1，表

2に示したような収量構成要素の指標及び，最高分げっ期
茎数と株数診断基準を策定した。

表1収量構成要素の指標（1．9mⅢ収量，540kg／10a）

1．7m
穂数

（本／d ）

一棟 ポ当 玄　 米 豊熟
悍長

（皿）

収量標準 籾数 籾数 千校垂 歩合

（拉） （千校） （g ） （％）

560 500 58 30 21．0 85 78

k ／108 ～550 ～65 ～ 32 ～22．0 以上 ～8 1

表2　最高分げっ期茎数と棟数診断基準

最高分げっ期茎数 穂　　数

本／ポ 720、840 500－550

また．この指標に近づけるための栽培法として

（1）基肥窒素量は「ササニシキ」よりも1kg／10a増と

する。

（2）追肥は幼穂形成期（幼穂長2Ⅲ皿，以下同じ）を重点

とし窒素量で2kg／10a以内とする。

（3）刈取り時期は，出穂後の平均気温の積算で900－1．050

℃を目安とする。

という内容で，普及に移した。

今回は，さきに示した収量構成要素の指標に近づけるた

めの，各時期の栄養診断基準について検討を行った。

2　試　験　方　法

（11試験年次及び試験場所

1990年～1992年，県南分場場内圃場

（2）耕種概要

1）育苗：

播種量180g／箱（乾籾）．育苗日数22日～26日

2）移植：5月9日～11臥機械移植

3）施肥法：基肥窒素10a当り3kg，5kg，7kgに追

肥の時期（幼穂形成期，減数分裂期）を組み合わせて試験
区を構成した。

3　試験結果及び考察

栄養診断基準を，最高分げっ期，幼穂形成期．出穂期に

ついて策定した。

従来，「ササニシキ」等では，6月下旬頃の指標として

いるが，6月下旬頃では，生育期及び生育室の年次変動が

大きく，指標として使いにくいことから，最高分げっ期と
した。

なお，試験を行った3年間の範囲では，最高分げっ期は
葉数で9．5葉～10．0糞，暦日で6月第6半句～7月第1半

句頃に相当し，集散を確認できれば，最高分げっ期の判断

が可能であると考えられる。

図1，図2に示したように，ポ当り籾数と収量の相関が

高く，梓長とポ当り籾数の相関も高いものの，悍長が伸び

すぎると，倒伏の心配があることから，ポ当り籾数と梓良
を栄養診断基準策定の指標とした。

出穂期の乾物垂は，図3に示したように850g／ポ以下

では目標値を下回る例が多くなり．950g／ポ以上では年
次による差が見られるものの，上回る例が多くなることか

ら850g／ポ～950g／dを基準値とした。同様に，窒素濃

度は図4に示したように，0．9～1．2％，窒素吸収量は図5

に示したように，9．0～11．0g／ポを基準値とした。

幼穂形成期の基準についても同様に判断し，図6～図8

に示したように，乾物垂420g～480g／帆窒素濃度1．5

－1．8％，窒素吸収量6．5～8．0g／dを基準値とした。

最高分げっ期は，ポ当り籾数及び梓長との相関がはっき

りせず，最高分げっ期と幼穂形成期との関係から判断し，

図9～図11に示したように乾物垂170g～200g／ポ，窒素戯

度2．6～2．9％，窒素吸収量5．0－6．5g／dを基準値とした。

幼穂形或期の基準窒素濃度と葉色の関係については，図

12，図13に示したように，SPAD葉緑素計で31～38，カラー

スケールで4．0～5．0が対応するものと考えられた。

義3　栄養診断基準

項　　 H 最 高分 げ っ期 幼 穂形 成 期 出 穂期

稲 体 乾 物 垂

（g ／ ポ）
170～ 200 4 20 ～480 850～950

稲 体 窒素 濃 度

（％）
2 ．6～ 2．9 1．5 ～ 1．8 0 ．9～ 1．2

窒 素 吸 収 量

（g ／ d ）
5 ．0～ 6．5 6 ．5 ～8 ．0 9 ．0 ～ 11．0

－37一
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表4　幼穂形成期における黄色の基準

測　　 定　　 法 測　　 定　　 値
S P A D 葉 緑 素 計 31－38

カ ラ ー ス ケ ー ル 4．0－5．0

4　ま　と　め

以上∴栄養診断基準，幼穂形成期における彙色基準とし

て平成4年度（1992）の普及指導上の参考事項として．普
及に移した。
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図2　汀f籾数と収量
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図5　出穂期窒素吸収量とポ籾数
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図8　幼穂形成期窒素吸収属と
tl相甘散
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図11窒素吸収星の最高分げっ期と
幼穂形成期の比較
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図3　出穂期乾物垂とポ籾数
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図6　幼穂形成期乾物垂とポ籾数
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図9　乾物重の最高分げっ期と
幼穂形成期の比較
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図12　幼穂形成期窒素濃度と
SPAD値
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図1　梓良とポ籾数
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図4　出穂期窒素濃度とポ籾数
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図7　幼穂形成期窒素濃度とポ籾数
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図10　窒素濃度の最高分げっ期と
幼穂形成期の比較
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図13　幼穂形成期窒素濃度と

カラースケール値


